
事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,366,512

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 一般会計人件費等補正予算

補正予算

72,729

補正額

3,293,783

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<--->

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

  正職員人件費の減額と、退職手当特別負担金の計上。

人事課

備　　考

事業

根拠条例等

総合計画

　正職員人件費の減額及び令和2年度退職予定者25名に
係る退職手当特別負担金の補正。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

72,729

R2補正前
予算額

区分 補正前 補正額 補正後
給料 1,524,513 △ 21,872 1,502,641
職員手当 944,576 △ 11,534 933,042
共済費 522,739 △ 9,519 513,220
退職手当負担金 300,329 △ 5,047 295,282
退職手当特別負担金 1,626 120,701 122,327
合計 3,293,783 72,729 3,366,512

（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

97,270

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 議会事務全般

補正予算

▲ 7,116

補正額

104,386

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<1-1-1-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算 

事業の目的

区分 区分名№

目 1 議会費

款 1 議会費

項 1 議会費

　議会は、住民を代表する公選の議員をもって構成され
る地方公共団体の意思決定機関であり、日本国憲法第93
条で議事機関として議会を設置すると定められており、
議長が議会の庶務を処理するためには、一定の組織が必
要となってくることから議会事務局を設置するものであ
る。
　議会事務局は、議会の庶務や議長及び議員の職務を補
助する組織として設置され、その内容は本議会・常任委
員会・特別委員会等の運営や議会活動に必要な調整、会
議録の作成、議会の情報公開、請願、陳情など議会に関
する事務を処理している。

議会事務局

備　　考

事業 1 議会費

根拠条例等 地方自治法　宇陀市議会事務局設置条例

総合計画

　議会解散に伴う報酬と職員手当等の減額、行政視察の
見合わせによる旅費等減額、議会だより発行減による需
用費等減額、入札差金等による委託料減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 7,116

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 50,825 △ 356 50,469
職員手当等 19,892 △ 4,670 15,222
共済費 19,838 0 19,838
報償費 30 △ 30 0
旅費 1,719 △ 1,555 164
交際費 400 0 400
需用費 2,438 △ 300 2,138
役務費 165 △ 50 115
委託料 1,862 △ 141 1,721
使用料及び賃借料 2,374 0 2,374
備品購入費 24 △ 14 10
負担金、補助金及び交付金 4,819 0 4,819

合 計 104,386 △ 7,116 97,270

(単位:千円)
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▲ 2,800

一般財源

補正額

財政調整基金利子　▲1,500千円
地域づくり推進基金利子
　　　　　　　　　▲1,300千円
過疎対策事業債　　 70,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 70,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　後年度の地域振興に係る事業の財源として過疎対策事
業債を原資として地域づくり推進基金への積立てを行
う。
　また、利子額が当初見込みを下回ったことによる減額
も行う。

分担金･負担金

使用料･手数料

67,200

R2補正前
予算額

240,718

R2現計
予算額

307,918

特定財源の状況

その他

総合計画

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例、宇陀市地域づくり推進基金条例

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　将来の財政負担や市債の償還財源として、また地域振
興に係る事業の財源として基金への積立てを行う。

事業 1 本庁財産管理費

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

所管課 財政課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 基金積立事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-3-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
減債基金積立金 128 0 128
財政調整基金積立金 231,792 △ 1,500 230,292
地域づくり推進基金積立金 8,798 68,700 77,498

合 計 240,718 67,200 307,918

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-4-5>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
市内公共交通利用促進・応援事業

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　地域の移動手段を確保するために、経営継続に取り組
まれるバス事業者・タクシー事業者を支援し、地域の交
通機関を守る。また、宇陀市民の地域公共交通の利用促
進を図ることを目的としている。この事業は、宇陀商工
会、商工産業課と連携して行う。

事業 5
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 4 企画費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　２－３－２ 地域公共交通の充実

根拠条例等

国費 ▲ 3,000

県費 ▲ 3,000

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　12月末現在の公共交通利用券の利用率は約37.5％で、
令和3年3月15日まで延長を行うが、最終的に利用率80％
以下と想定されるため。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,000

R2補正前
予算額

30,000

R2現計
予算額

24,000

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲3,000千円
社会経済回復「奈良モデル」
応援補助金       ▲3,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
市内公共交通事業者応援支援金 30,000 △ 6,000 24,000

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 4,300

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　路線バスや診療所バスが廃止された室生地域におい
て、デマンド型乗合タクシーを運行する。
○運行便数：6便／日
○使用料
 ・同一エリア 310円
 ・複数エリア 520円

【補正理由】
当日予約システムにおける導入・運用委託業務において
入札を行い、予想入札額よりも低く応札されたため。
さらに、当日予約システム運用費用については、9月1日
に運行事業者の変更が生じ、運用開始時期が12月となっ
たため、運用費用を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,300

R2補正前
予算額

17,234

R2現計
予算額

12,934

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－２ 地域公共交通の充実

根拠条例等 宇陀市デマンド型乗合タクシーの運行に関する条例

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　室生地域の公共交通廃止路線の代替手段としてデマン
ド型乗合タクシーを運行し、市民の移動手段の確保と利
便性の向上を図ることを目的とする。

事業 82
デマンド型乗合タ
クシー運行事業費

目 4 企画費

項 1 総務管理費

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 デマンド型乗合タクシー運行事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-4-82>

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 30 0 30

役務費 6 0 6

委託料 17,198 △ 4,300 12,898

合 計 17,234 △ 4,300 12,934

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-4-102>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 アントレプレナー育成循環事業【大和高原しごとづくり事業】

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　地域おこし協力隊員を採用し、起業家育成プログラム
を官民連携により実施、本市の地域資源を最大限に活用
した起業家の育成を行う。

事業 102
本庁企画費（アントレプ
レナー育成循環事業）

目 4 企画費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　３－２－１ 雇用の創出

根拠条例等 宇陀市仕事づくり推進隊設置要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当初10名の地域おこし協力隊員の予算を見込んでいた
が、予定の採用人数に達しなかったこと、また予定して
いた採用時期に採用できなかったことにより減額。
※令和3年2月1日現在で8名の隊員が活動している。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 11,536

R2補正前
予算額

48,470

R2現計
予算額

36,934

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 11,536

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 23,213 △ 5,200 18,013

旅費 80 0 80

事務費 10 0 10
大和高原しごとづくり協議会負担金 21,167 △ 5,336 15,831
地域おこし協力隊企業支援補助金 4,000 △ 1,000 3,000

合 計 48,470 △ 11,536 36,934

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   ▲700千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 700

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）●指定管理施設
　自動手洗い器設置⇒トイレにある洗面所の手動蛇口を
自動手洗い器に交換する。
【指定管理施設】
　ふるさと元気村・・・・・ 19台
　音楽の森ふれあい館・・・　5台
　あさぎりホール・・・・・　4台
合計28台分の自動手洗い器交換費用額が入札により安価
になったため。

●室生山上公園芸術の森
　トイレにある洗面所4台の手動蛇口を自動手洗い器に
交換する費用額が入札により安価になったため。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 700

R2補正前
予算額

4,355

R2現計
予算額

3,655

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－４－２ 芸術・文化環境の充実

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　利用者が安心して施設を利用でき、各種イベント、会
議に参加できる環境づくりとして、指定管理を行ってい
る「ふるさと元気村」、「音楽の森ふれあい館」、「あ
さぎりホール」のトイレにある洗面所の手動蛇口を自動
手洗い器に交換することにより、利用者の接触感染の防
止効果が期待できる。
　また、室生山上公園芸術の森において、入園チケット
の販売を感染症対策のため、スマートフォンを使用した
キャッシュレス決済を導入する。

事業 85
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 12
アートアルカディア
推進費

項 1 総務管理費

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
指定管理施設等新型コロナウイルス感染症対策事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-12-85>

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 2,816 △ 700 2,116

役務費 100 0 100

備品購入費 1,439 0 1,439

合 計 4,355 △ 700 3,655

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   ▲418千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 418

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　トイレにある洗面所の手動蛇口（10台）の自動手洗い
器への交換費用額が入札により安価になったため。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 418

R2補正前
予算額

1,900

R2現計
予算額

1,482

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　利用者が安心して施設を利用でき、各種イベント、会
議に参加できる環境づくりとして、室生振興センターの
トイレにある洗面所の手動蛇口を自動手洗い器に交換す
ることにより、利用者の接触感染の防止効果が期待でき
る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 15
振興センター管理運
営費

項 1 総務管理費

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
室生振興センター新型コロナウイルス感染症対策事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-15-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 880 △ 418 462
備品購入費 1,020 0 1,020

合 計 1,900 △ 418 1,482

(単位:千円)
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▲ 5,000

一般財源

補正額

自治総合センターコミュニティ
助成金　　　　　 ▲5,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和2年度一般コミュニティ助成事業の追加募集につ
いて、2団体を申請していたが不採択だったため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,000

R2補正前
予算額

7,500

R2現計
予算額

2,500

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－４－２ 市民活動の支援

根拠条例等 宇陀市コミュニティ助成事業助成金交付要綱

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　財団法人自治総合センターの宝くじの普及広報事業で
ある一般コミュニティ助成事業を活用し、地域の発展を
図る。

事業 1 まちづくり支援費

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

所管課 まちづくり支援課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 一般コミュニティ助成事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-17-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 7,500 △ 5,000 2,500

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 4,204

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   3,692千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 3,692

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　空き家を活用した移住体験施設・シェアオフィス等に
係る計画策定等の委託料が安価であったため、不用額を
減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 512

R2補正前
予算額

24,290

R2現計
予算額

23,778

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－２－３ Ｕ・I・Ｊターンの促進

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　ウィズコロナ・アフターコロナの状況下で、都市部か
らの移住者を市へ呼び込み定住していただくために、空
き家を活用し、シェアオフィスや移住体験施設を取得・
運営するため、その調査と計画策定を実施する。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

所管課 まちづくり支援課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
宇陀の魅力体験施設調査事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-17-2>

科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 1,764 △ 512 1,252

公有財産購入費 22,526 0 22,526

合 計 24,290 △ 512 23,778

(単位:千円)

-10-



一般財源 60

補正額

過疎対策事業債　▲4,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 4,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　予算額の執行を見込んでいたが、補助対象者の減が見
込まれるため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,940

R2補正前
予算額

13,055

R2現計
予算額

9,115

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－２－３ Ｕ・I・Ｊターンの促進

根拠条例等 宇陀市空き家対策・起業者支援事業補助金交付要綱

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　空き家等を改修し、農家民宿や店舗等として活用する
にあたり、補助金を支給する。

事業 101
まちづくり支援費
（定住促進事業）

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

所管課 まちづくり支援課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 空き家情報バンク・空き家活用推進事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-17-101>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 40 0 40
役務費 10 0 10
負担金、補助及び交付金 13,005 △ 3,940 9,065

合 計 13,055 △ 3,940 9,115

(単位:千円)
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一般財源

暫定補正額

特別定額給付金給付事業費補助金
　　　　　　 　　 ▲16,300千円
特別定額給付金給付事務費補助金
　　　　　 　　 　▲20,423千円

備　　考

暫定補正
増減内容

(暫定補正前、
暫定補正後)

国費 ▲ 36,723

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　特別定額給付金給付事業費の確定に伴う給付金、シス
テム改修委託料、会計年度任用職員人件費等の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 36,723

R2補正前
暫定予算額

2,990,423

R2補正後
暫定予算額

2,953,700

特定財源の状況

その他

総合計画 　　 　　

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」にお
いて、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊
急事態宣言の下、生活の維持に必要な場合を除き、外出
を自粛し、人と人との接触を最大限削減することが求め
られており、医療現場をはじめとして全国各地のあらゆ
る現場で取り組んでおられる方々への敬意と感謝の気持
ちを持ち、人々が連帯して一致団結し、見えざる敵との
闘いという国難を克服しなければならない。このため、
感染拡大防止に留意しつつ、迅速かつ的確に家計への支
援を行う。 事業 1

特別定額給付金給付
事業費

目 18
特別定額給付金給付
事業費

項 1 総務管理費

所管課 財政課 （企画財政部） 宇陀市一般会計暫定予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
特別定額給付金給付事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-1-18-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
特別定額給付金 2,957,100 △ 16,300 2,940,800
会計年度任用職員人件費 6,417 △ 2,411 4,006
システム改修等委託料 20,503 △ 17,853 2,650
通信運搬費、口座振込手数料 4,481 0 4,481
その他（需用費等） 1,922 △ 159 1,763

合 計 2,990,423 △ 36,723 2,953,700

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 41

県費

市債

その他

一般財源

▲ 41

R2補正前
予算額

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　　▲41千円

基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

　郵送による市県民税の申告書の提出を促進するための
返信用封筒作成代の事業費確定に伴う減額。

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 賦課徴収費

款 2 総務費

項 2 徴税費

　新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取り組みの
一環として、申告会場での感染予防対策と不要な接触を
避けるとともに市民の利便性を図るため、eTAXによる電
子申告の促進及び郵送による市申告書の提出促進を図
る。

税務課

区分
<2-2-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

552

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
市県民税申告・確定申告受付改善事業

補正予算

補正額

593

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 108 △ 41 67
役務費 185 0 185

負担金、補助及び交付金 300 0 300

合 計 593 △ 41 552

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　 ▲348千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 348

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀市ホームページ内に開設した「住民税額シミュ
レーションシステムサイト」の構築に係る委託料等の確
定に伴う減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 348

R2補正前
予算額

693

R2現計
予算額

345

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－４ 地域情報化の推進

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取り組みの
一環として、申告会場での感染予防対策と不要な接触を
避けるとともに市民の利便性を図るため、インターネッ
トを利用し、自宅などで容易に市県民税の税額試算と申
告書作成ができるサービスを開始する。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 賦課徴収費

項 2 徴税費

所管課 税務課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
市県民税申告書作成システム構築事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-2-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 264 △ 7 257
委託料 330 △ 308 22
使用料及び賃借料 99 △ 33 66

合 計 693 △ 348 345

(単位:千円)

事業費内訳 事業費 補正前予算額
説明チラシ印刷代 257 264
システム構築委託料 22 330
システム使用料 66 99

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 11,291

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   9,791千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 9,791

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　法務局よりLG-WANを経由して提供される電子データを
課税業務で適切に活用するためのシステム構築、システ
ム導入に伴い現況の課税データと登記データの照合に係
る委託料の確定に伴う減額。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,500

R2補正前
予算額

14,520

R2現計
予算額

13,020

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－４ 地域情報化の推進

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　適正な課税を行うにあたり地方税法第382条の規定に
より、管轄法務局から登記情報が通知され課税の根拠資
料としている。
　令和2年1月1日より、LG-WANを経由した法務局からの
登記情報の電子データ提供が開始されたことに伴い、法
務局での紙媒体での収受を避け、法務局職員及び来客と
の濃厚接触の機会を減らすことが可能となる。また行政
IT化による事務効率化を進めることで、職員の働き方改
革に繋げる。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 賦課徴収費

項 2 徴税費

所管課 税務課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
固定資産税課税連携システム構築事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <2-2-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 14,520 △ 1,500 13,020

(単位:千円)

事業費内訳 事業費 補正前予算額
課税連携ｼｽﾃﾑ構築、ｻｰﾊﾞ

機器、登記ﾃﾞｰﾀ照合
10,000 11,000

課税連携ｼｽﾃﾑ導入に伴う

基幹系ｼｽﾃﾑ改修業務
2,800 3,300

土地、家屋登記履歴管理ｼ

ｽﾃﾑ設定業務
220 220

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

32,130

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 市議会議員選挙執行経費

補正予算

▲ 7,964

補正額

40,094

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<2-4-2-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部総務課内)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 市議会議員選挙費

款 2 総務費

項 4 選挙費

　宇陀市議会議員選挙を令和2年5月3日に執行。

選挙管理委員会

備　　考

事業 1 市議会議員選挙費

根拠条例等 公職選挙法

総合計画 　　

　宇陀市議会議員選挙に係る執行経費の確定による減
額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 7,964

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 2,170 0 2,170
職員手当等 8,289 △ 3,359 4,930
報償費 18 0 18
需用費 3,441 △ 238 3,203
役務費 5,324 △ 1,653 3,671
委託料 4,849 0 4,849
使用料及び賃借料 550 △ 248 302
負担金、補助及び交付金 15,453 △ 2,466 12,987

合 計 40,094 △ 7,964 32,130

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <2-4-3-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 市長選挙執行経費

所管課 選挙管理委員会 (総務部総務課内) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市長選挙を令和2年6月28日に執行。

事業 1 市長選挙費

目 3 市長選挙費

項 4 選挙費

総合計画

根拠条例等 公職選挙法

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀市長選挙に係る執行経費の確定による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 7,674

R2補正前
予算額

24,661

R2現計
予算額

16,987

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 7,674

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 2,129 0 2,129
職員手当等 8,384 △ 2,230 6,154
報償費 18 0 18
需用費 2,461 △ 537 1,924
役務費 4,442 △ 2,150 2,292
委託料 3,989 △ 888 3,101
使用料及び賃借料 550 △ 267 283
負担金、補助及び交付金 2,688 △ 1,602 1,086

合 計 24,661 △ 7,674 16,987

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 3,400

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和3年4月の介護保険制度改正に対応するための介護
保険システム改修に係る事業費の確定による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,400

R2補正前
予算額

8,844

R2現計
予算額

5,444

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

根拠条例等 介護保険法

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和3年4月の介護保険制度改正にむけて介護保険シス
テムの改修を行う。

事業 1 本庁介護保険費

目 6 介護保険費

項 1 社会福祉費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 介護保険関係システム改修事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <3-1-6-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 8,844 △ 3,400 5,444

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

442,319

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 菟田野人権交流センター大規模改修事業

補正予算

▲ 1,424

補正額

492,443

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<3-1-8-40>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 8
人権交流センター
費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　菟田野人権交流センターは、昭和54年に隣保館・老人
福祉センター・地区体育館機能を有する複合施設として
建設され、人権啓発の拠点施設として住民の福祉の向上
及び住民相互の交流の場として長年利用されている。し
かし、老朽化に伴う施設・設備の不具合等が顕著なた
め、大規模改修することにより利用頻度の高い当施設の
維持管理を行う。

人権交流センター

備　　考

事業 40
菟田野地域事務所人
権交流センター費

根拠条例等 宇陀市人権交流センター等設置及び運営に関する条例

総合計画

減収補填債　　　　 1,300千円
過疎対策事業債　▲50,000千円

基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

　大規模改修工事にかかる事業費の確定に伴う減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 ▲ 48,700

その他

一般財源

▲ 50,124

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 124 △ 124 0
需用費 362 0 362
役務費 436 0 436
委託料 15,543 0 15,543
使用料及び賃借料 250 0 250
工事請負費 468,200 △ 50,000 418,200
備品購入費 7,519 0 7,519
公課費 9 0 9

合 計 492,443 △ 50,124 442,319

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 児童手当・児童扶養手当給付事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

〇児童手当・・・次代の社会を担う子どもの健やかな育
ちを支援するため、中学校終了前までの子どもについて
支給する。
〇児童扶養手当・・・父又は母と生計を同じくしていな
い児童や父又は母が重度の障害の状態にある児童が養育
されている家庭の生活の安定と自立を助け、児童の健全
育成を図ることを目的に支給する。

事業 1 本庁児童措置費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 児童手当法・児童扶養手当法

国費 ▲ 20,166

県費 ▲ 3,272

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）実績見込による減額
【児童手当】
３歳未満　予算　333人
　　　　　実績　274人
15,000円×59人×12ヶ月＝▲10,620,000　円―①

３歳～小学校修了前　予算　1,164人
　　　　　　　　　　実績　1,075人
10,000円×89人×12ヶ月＝▲10,680,000　円―②

特例給付　予算　93人
　　　　　実績　69人
5,000円×24人×12ヶ月＝▲1,440,000　円―③

①＋②＋③＝▲22,740,000　円

【児童扶養手当】
受給者　予算　218人
　　　　実績　195人
43,160円×23人×12ヶ月＝▲11,912,160　円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 34,652

R2補正前
予算額

433,638

R2現計
予算額

398,986

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 11,214

補正額

児童扶養手当国庫負担金
　　　　　　　　▲ 3,970千円
児童手当国庫負担金
　　　　　　　　▲16,196千円
児童手当県負担金
　　　　　　　　▲ 3,272千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
児童手当 323,160 △ 22,740 300,420
児童扶養手当 110,478 △ 11,912 98,566

合 計 433,638 △ 34,652 398,986

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 2,300

補正額

子どものための教育・保育給付費
負担金（国庫） 　　▲3,900千円
子どものための教育・保育給付費
負担金（県費） 　　▲1,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 3,900

県費 ▲ 1,900

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）決算見込による減額
◯市外委託保育実施事業
　保護者の勤務状況等により、市外(4市1町)へ委託保育
を実施しているが、退園・転園・転出などによる委託児
童数の減により減額。

◯私立保育所運営費
　しらゆり保育園にて保育を実施。
　0歳児の年度途中入園者が少なかったため減額。
当初予算児童数見込：0歳児　15名
⇒令和2年度平均児童数：0歳児　10名

○私立こども園等施設型給付費
　私立幼稚園において教育・保育を受けていた児童が転
園したため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,100

R2補正前
予算額

147,640

R2現計
予算額

139,540

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 子ども・子育て支援法 等

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

◯市外委託保育実施事業
　保護者の通勤等の理由により、宇陀市内の保育施設での保
育が困難な児童等に対し、他市町村保育施設において委託保
育を実施する。
◯私立保育所運営費
　保護者が居宅内外勤務、疾病又は災害等により、家庭内に
おいて十分保育することが出来ない児童に対し、私立保育園
において保育を実施する。
○私立こども園等施設型給付費
　特定教育・保育施設において教育・保育を受けた教育・保
育給付認定子どもに係る教育・保育給付認定保護者に対し、
施設型給付費を支給する。

事業 1 本庁児童措置費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 市外委託保育実施事業・私立保育所運営費・私立こども園等施設型給付費

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-2-1>

科　目 補正前 補正額 補正後
市外委託保育実施事業 9,023 △ 1,000 8,023
私立保育所運営費 137,967 △ 6,800 131,167
私立こども園等施設型給付費 650 △ 300 350

合 計 147,640 △ 8,100 139,540

（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

28,960

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

補正予算

補正額

30,170

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<3-2-2-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 児童措置費

款 3 民生費

項 2 児童福祉費

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て
世帯を支援する観点から、児童手当を受給する世帯に対
し 臨時特別給付金を支給する。

こども未来課

備　　考

事業 2
子育て世帯への臨時特
別給付金給付事業費

根拠条例等 令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金交付要綱

総合計画

子育て世帯への臨時特別給付金
給付事業事業費補助金
                 　▲530千円
子育て世帯への臨時特別給付金
給付事業事務費補助金
                 　▲680千円

基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

実績見込による減額
【国支給分】
委託料　予算　1,650,000　円
　　　　実績　1,089,000　円
　　　　1,650,000円－1,089,000円＝▲561,000円

扶助費　予算　2,737　人
　　　　実績　2,684　人
　　　（2,737人－2,684人）×10,000円＝▲530,000円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 1,210

県費

市債

その他

一般財源

▲ 1,210

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 1,150 △ 119 1,031
委託料 1,650 △ 561 1,089
扶助費 27,370 △ 530 26,840

合 計 30,170 △ 1,210 28,960

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業（市独自分）

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て
世帯を支援する観点から、児童手当を受給する世帯に対
し 臨時特別給付金を支給する。

事業 2
子育て世帯への臨時特
別給付金給付事業費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費補助金交付要綱

国費 ▲ 2,838

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）実績見込による減額
【市独自分】
委託料　予算　2,442,000　円
　　　　実績　1,320,000　円
　　　　2,442,000円－1,320,000円＝▲1,122,000円

扶助費　予算　2,700　人
　　　　実績　2,543　人
　　（2,700人－2,543人）×10,000円＝▲1,570,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,838

R2補正前
予算額

30,387

R2現計
予算額

27,549

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲2,838千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 945 △ 146 799

委託料 2,442 △ 1,122 1,320

扶助費 27,000 △ 1,570 25,430

合 計 30,387 △ 2,838 27,549

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-2-4>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
ひとり親世帯への臨時特別給付金給付事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響により、子育てと仕
事を一人で担う低所得のひとり親世帯において、特に大
きな困難が心身に生じていることを踏まえ、これら世帯
の子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うた
めに、給付金を支給する。

事業 4
ひとり親世帯臨時特
別給付金給付事業費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業交付金要綱

国費 6,274

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）実績見込による減額
委託料　予算　3,118,000　円
　　　　実績　1,584,000　円
　　　　3,118,000円－1,584,000円＝▲1,534,000円
扶助費　家計急変者（全部停止者、未申請者）
　　　　予算　42人
　　　　実績　 0人
　　　　42人×50,000円＝▲2,100,000円―①
　　　家計急変者（全部停止者、未申請者）第2子以降
　　　　予算　20人
　　　　実績　 0人
　　　　20人×30,000円＝▲600,000円―②
　　　　追加給付
　　　　予算　190人
　　　　実績　154人
　　（190人－154人）×50,000円＝▲1,800,000円―③
　　　　再支給
　　　　予算　205人
　　　　実績　189人
　　　（205人－189人）×50,000円＝▲800,000円－④
　　　　①＋②＋③＋④＝▲5,300,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,985

R2補正前
予算額

42,606

R2現計
予算額

35,621

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 13,259

補正額

母子家庭等対策総合支援事業費補
助金（ひとり親世帯臨時特別給付
金給付事業費分）　　 8,100千円
母子家庭等対策総合支援事業費補
助金（ひとり親世帯臨時特別給付
金給付事務費分）　　　　32千円
新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金 ▲1,858千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 390 △ 151 239
事務費 167 0 167
委託料 3,139 △ 1,534 1,605
扶助費 38,910 △ 5,300 33,610

合 計 42,606 △ 6,985 35,621

(単位:千円)

-24-



年度 会計 区分
<2020> <1> <3-2-3-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 会計年度任用職員人件費等

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市こども園、保育所に配置する保育教諭、保育
士、看護師、調理員は一般職だけでは不足するため、必
要な人員を会計年度任用職員として任用する。

事業 1 本庁児童福祉施設費

目 3 児童福祉施設費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　雇用した会計年度任用職員の病気休暇及び時間短縮
等、予定雇用日数を下回ったことにより、不要となった
報酬等の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 13,550

R2補正前
予算額

116,984

R2現計
予算額

103,434

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 13,550

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 106,504 △ 12,500 94,004
職員手当等 7,206 △ 800 6,406
旅費 3,274 △ 250 3,024

合 計 116,984 △ 13,550 103,434

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

56,911

R2補正前
予算額

備　　考

事業 1 生活保護総務費

根拠条例等 生活保護法第１９条（第１号法定受託事務）

総合計画 基本計画　１－２－３ 困難を抱えた家庭への自立支援

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 生活保護総務費

款 3 民生費

項 3 生活保護費

　令和元年度分の生活保護各種扶助費国庫負担金及び生
活困窮者自立相談支援事業費等国庫負担金、生活困窮者
就労準備支援事業費等補助金の精算に伴う追加交付及び
返還金。

厚生保護課

区分
<3-3-1-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

56,911

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 過年度分国庫支出金精算に伴う追加交付及び返還金

補正予算

56,911

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）国庫支出 令和元年度分精算内訳 （単位：円）

受入済額 実績額 差引

計 547,249,810 490,359,973 56,889,837

適正実施推進
事業補助金

2,736,000 2,565,000 171,000

※ 実績額超過による追加交付（歳入）　21,132円
※ 国庫支出金残額の返還（歳出）　　 56,910,969円

被保護者就労支
援事業負担金

2,818,500 2,839,632 ▲ 21,132

住居確保給付金
負担金

360,000 0 360,000

介護扶助費
負担金

9,937,000 9,049,260 887,740

自立相談支援
事業負担金

149,310 118,110 31,200

生活扶助費
負担金

211,209,000 198,404,598 12,804,402

医療扶助費
負担金

320,040,000 277,383,373 42,656,627

〈歳入〉 （単位：千円）

補正（前） 補正（後）
生活保護費負担金 516,053 516,074

〈歳出〉 （単位：千円）

補正（前） 補正（後）
償還金、利子及び割引料 0 56,911

予算額
節

節
予算額
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種につ
いて、ワクチン供給が可能になった場合に速やかに市民
に接種を行うことができるよう、接種のために必要な体
制を事前に整備することを目的とする。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛生費

総合計画 基本計画　１－１－２ 保健事業の充実

根拠条例等

国費 ▲ 8,843

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業内容、規模の明確化により、令和2年度中の経費
が確定したための減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,843

R2補正前
予算額

20,261

R2現計
予算額

11,418

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金
　　　　　　　　 　▲8,843千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 9,700 ▲3,977 5,723

役務費 2,914 ▲1,238 1,676

委託料 3,300 0 3,300

備品購入費 1,615 ▲896 719

人件費 2,732 ▲2,732 0

合 計 20,261 ▲8,843 11,418

(単位:千円)
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補正前　143,800千円×1/3＝47,900千円
補正額　　　　　　　　　▲38,700千円
補正後　 27,800千円×1/3＝ 9,200千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 ▲ 38,700

その他

一般財源

▲ 38,700

R2補正前
予算額

備　　考

事業 1 上水道費

根拠条例等

総合計画

一般会計出資債　▲38,700千円

基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上

　遠隔監視装置整備事業費変更による出資金の減額。

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 9 上水道費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

　安定した水量、安全な水を確保し、生活基盤の改善を
図るため行っている水道水の未普及地解消事業に対し
て、一般会計から水道事業特別会計に出資を行う。

環境対策課

区分
<4-1-9-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

9,200

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 上水道事業会計出資金

補正予算

補正額

47,900

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-1-10-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 下水道事業会計繰出金

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　下水道事業会計に対する繰出金。

事業 1 下水道費

目 10 下水道費

項 1 保健衛生費

総合計画 基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）（国土強靭化対策）に伴う事業
として下水道事業が実施する建設改良等の財源に充てる
ため増額補正するもの。

下水道事業繰出金　2,810千円
　内訳　分流式下水道等に要する経費に係る補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,760千円
　　　　下水道事業運営補助金　　　　　　1,050千円

分担金･負担金

使用料･手数料

2,810

R2補正前
予算額

391,316

R2現計
予算額

394,126

特定財源の状況

その他

一般財源 2,810

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　391,316千円
補正額　　2,810千円
補正後　394,126千円
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年度 会計 区分
<2020> <1> <4-2-1-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 宇陀衛生一部事務組合負担金

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　清掃事業については、廃棄物の処理及び清掃に関する
法律に基づき、廃棄物を適正に処理し、生活環境の保全
及び公衆衛生の向上を図る。

事業 1 清掃総務費

目 1 清掃総務費

項 2 清掃費

総合計画 基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀衛生一部事務組合負担金の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,700

R2補正前
予算額

67,533

R2現計
予算額

63,833

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 3,700

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　 67,533千円
補正額　▲3,700千円
補正後　 63,833千円
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-4>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 中山間地域等直接支払交付金事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　流域の上流部に位置する中山間地域の農地は、水源涵
養機能、洪水防止機能等の多面的機能により、下流域の
都市住民等の生命・財産・暮らしを守っている。
　しかし、中山間地域等では、平地に比べ、自然的・経
済的・社会的条件が不利な地域や高齢化による担い手の
減少、耕作放棄地の増加等により、多面的機能が低下
し、大きな経済的損失が懸念されている。
　そのため、中山間地域等において、適切な農業生産活
動が継続的に行われるよう、農業の生産条件に関する不
利を補正する支援を行い、多面的機能の確保を行う。 事業 4

中山間地域直接支払
事業費

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 宇陀市中山間地域等直接支払交付金要綱

国費

県費 ▲ 3,884

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）  事業継続を行わなかった集落分の減額。
　33集落→29集落

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,179

R2補正前
予算額

37,098

R2現計
予算額

31,919

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 1,295

補正額

中山間地域等直接支払交付金
　　　　　 　　▲3,884千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 31 0 31
役務費 41 0 41
使用料及び賃借料 21 0 21
負担金、補助金及び交付金 37,005 △ 5,179 31,826

合 計 37,098 △ 5,179 31,919

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-7>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 農業経営体育成支援事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　昨今の日本の農業は、農業所得の激減、農業従事者の
減少や高齢化の進展、農地面積の減少等を受け、厳しい
状況にあり、農業生産の持続性を確保し意欲ある多様な
経営体の育成や確保を図っていくことが必要である。
　それぞれの経営体が直面している課題に応じた、きめ
細やかな支援の実施を通じ、意欲ある多様な経営体の育
成や支援を行う。

事業 7 経営体育成交付金

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 宇陀市経営体育成支援事業補助金交付要綱

国費

県費 744

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当初予算で計上していた経営体の事業不採択等による
減額及び国の第3次補正予算で新たな経営体が事業申請
を行うことによる増額。

　事業不採択等による減額　　▲7,581千円
　国補正予算に伴う増額　　　　8,325千円

分担金･負担金

使用料･手数料

744

R2補正前
予算額

7,581

R2現計
予算額

8,325

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

農業経営体育成支援事業補助金
　　　　　　　　　 　744千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 7,581 744 8,325

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-11>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 多面的機能支払交付金事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　農地・農業用水等の資源は、農村の過疎化、高齢化の
進行に伴う集落機能の低下により、適切な保全管理が困
難となっている。
　そのため、地域主体の保全管理の取組を強化し、地域
共同による農地や農業用水等の資源の保全管理活動と、
その一環として行う農村の環境保全活動に加え、農地周
りの農業用排水路や農道・ため池等、施設の長寿命化を
図るための取組に対して支援を行う。

事業 11
多面的機能支払交付
金事業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 多面的機能支払交付金実施要綱

国費

県費 ▲ 2,433

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新規で要望していた集落が事業申請を行わなかったた
め減額。
　30集落→27集落

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,243

R2補正前
予算額

29,302

R2現計
予算額

26,059

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 810

補正額

多面的機能支払交付金
         ▲2,433千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 161 0 161
役務費 41 0 41
負担金、補助金及び交付金 29,100 △ 3,243 25,857

合 計 29,302 △ 3,243 26,059

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-91>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 農業次世代人材投資事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、経営が
不安定な就農直後（最長5年間）の所得を確保するため
給付金を交付する。

事業 91 新規就農者確保事業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－３ 付加価値の高い農産物づくりの推進

根拠条例等 宇陀市青年就農給付金事業補助金交付要綱

国費

県費 ▲ 5,625

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新規就農者が事業を活用しなかったため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,625

R2補正前
予算額

20,250

R2現計
予算額

14,625

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

農業次世代人材投資事業補助金
　　　　　　 　　▲5,625千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 20,250 △ 5,625 14,625

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-3-97>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 ため池防災対策調査計画事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内の防災重点ため池について、池が決壊した場合に
想定される氾濫区域を調査する。また、耐震診断を行
い、施設の現状を確認し、災害予防に努める。

事業 97
ため池防災対策調査
計画事業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　２－４－１ 災害の未然防止対策の推進

根拠条例等

国費

県費 25,360

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）によるため池防災対策調査計画
事業の前倒し実施による増額。

〇13池の簡易氾濫解析調査を実施
　防災重点ため池数・・・ 19池
　簡易氾濫解析済・・・・・6池
　増額分 ・・・・・・・・13池

〇耐震調査ため池を当初予定していた2池から4池に追加
　防災重点ため池数・・・ 19池
　耐震診断済・・・・・・・3池
　既計上分・・・・・・・・2池
　増額分　・・・・・・・・2池

分担金･負担金

使用料･手数料

25,360

R2補正前
予算額

8,500

R2現計
予算額

33,860

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

ため池防災対策調査計画事業
補助金　　 　　 25,360千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
ため池簡易氾濫解析業務委託料 0 2,560 2,560
ため池耐震診断業務委託料 8,500 22,800 31,300

合 計 8,500 25,360 33,860

(単位:千円)

-35-



年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 県営一般農道大野向渕線整備事業負担金

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するた
め、広域農道や、基幹農道以外の基幹となる農道を県営
事業で実施する。

事業 1 農業土木費

目 6 農業土木費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 土地改良法第９１条第６項

国費

県費

市債 2,300

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県営事業で実施する県営一般農道整備事業の事業費が
増額となったため、負担金を増額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

2,306

R2補正前
予算額

17,745

R2現計
予算額

20,051

特定財源の状況

その他

一般財源 6

補正額

過疎対策事業債　2,300千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 17,745 2,306 20,051

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-1-6-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 畑地帯総合整備事業（農業水路等長寿命化事業負担金）

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するた
め、国営総合農地開発事業地区における水利施設の機能
確保を県営事業で実施する。

事業 1 農業土木費

目 6 農業土木費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 土地改良法第９１条第６項

国費

県費

市債 ▲ 2,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県営事業で実施する畑地帯総合整備事業の事業費が減
額となったため、負担金を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,362

R2補正前
予算額

15,810

R2現計
予算額

11,448

特定財源の状況

その他 ▲ 1,870

一般財源 ▲ 492

補正額

農業費雑入　　　▲1,870千円
過疎対策事業債　　6,500千円
合併特例事業債　▲8,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 15,810 △ 4,362 11,448

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 美しい森林づくり基盤整備事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法におい
て、宇陀市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、
森林所有者等が実施する取り組み（地球温暖化防止をは
じめとする、森林の多面的機能の維持増進のための森林
整備事業　例：間伐・作業道開設）を支援するため、予
算の範囲内で交付金を交付する。

事業 1 林業振興費

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

国費 ▲ 3,567

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　美しい森林づくり基盤整備事業の補助額が確定したた
め事業費を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,567

R2補正前
予算額

31,067

R2現計
予算額

27,500

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

美しい森林づくり基盤整備事業
交付金
　　　　　　　 　▲3,567千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 31,067 △ 3,567 27,500

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-11>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 森林環境税施業放置林整備事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

 平成18年度施行の「奈良県森林環境税条例」により、
市内のスギ・ヒノキの人工林を対象に、10年以上間伐に
よる手入れの無い施業放置林について、森林所有者に代
わって間伐を実施し、森林の発揮すべき環境面の機能を
保全する。
　森林所有者の事業費負担なし（100%県費）

事業 11
森林環境税施業放置
林整備事業費

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等 奈良県森林環境税条例

国費

県費 ▲ 8,500

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　森林環境税施業放置林整備事業の委託金額が確定した
ため事業費を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,500

R2補正前
予算額

56,902

R2現計
予算額

48,402

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

森林環境税施業放置林整備事業委
託金
　　　　　　　 　　▲8,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

旅費 100 0 100

需用費 952 0 952

役務費 150 0 150

委託料 55,500 △ 8,500 47,000
使用料及び賃借料 200 0 200

合 計 56,902 △ 8,500 48,402

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <5-2-2-12>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 森林環境譲与税推進事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　わが国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害防
止を図るための地方財源を安定的に確保する観点から、
平成31年度税制改正において、森林環境税及び森林環境
譲与税が創設されたことにより、市町村が実施する森林
整備等に必要な財源を充てられることとなった。
　森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金に積
み立て、それを財源として、間伐や人材育成、担い手の
確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備、及びそ
の促進を図る。

事業 12
森林環境譲与税推進
事業

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業量の減による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 12,200

R2補正前
予算額

43,296

R2現計
予算額

31,096

特定財源の状況

その他 ▲ 12,200

一般財源

補正額

森林環境整備促進基金繰入金
　　　　 　 　▲12,200千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

項　　目 補正前 補正額 補正後

会計年度任用職員人件費 3,329 0 3,329
木材製品納入 7,800 △ 5,000 2,800
森林経営管理法に基づく委託 14,045 △ 7,000 7,045
有害鳥獣駆除個体処分委託料 270 0 270

ナラ枯れ対策補助金 595 0 595
宇陀市産木材利用促進補助金 1,500 0 1,500
有害鳥獣捕獲補助金 1,300 0 1,300
事務費 1,257 △ 200 1,057

里山整備事業　測量業務委託料 13,000 0 13,000

木材PR製品購入費 200 0 200

合 計 43,296 △ 12,200 31,096

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 1,500

県費

市債

その他

一般財源

▲ 1,500

R2補正前
予算額

備　　考

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲1,500千円

基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

　雇用調整助成金の申請書類作成に対する支援につい
て、不用額が見込まれるため減額。

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 商工振興費

款 6 商工費

項 1 商工費

　新型コロナウイルス感染症関連にて影響を受けている
事業者に対し、国等の補助金や給付金等に対して、専門
家による相談を行う窓口の設置及び雇用調整助成金の書
類作成費用の助成を行ない、雇用・事業の維持や支援策
の活用を図る。

商工産業課

区分
<6-1-1-3>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,921

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
事業者向け相談窓口開設・支援事業

補正予算

補正額

3,421

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員人件費 421 0 421
報償費 1,000 0 1,000
負担金、補助及び交付金 2,000 △ 1,500 500
合計 3,421 △ 1,500 1,921

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲2,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 2,500

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業業態転換等支援事業補助金について、不用額が見
込まれるため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,500

R2補正前
予算額

5,008

R2現計
予算額

2,508

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症により影響を受ける事業者
が行う業態転換や新たなサービスによる収益の取り組み
に対して補助を行う。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
事業業態転換等支援事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 8 0 8
負担金、補助及び交付金 5,000 △ 2,500 2,500

合計 5,008 △ 2,500 2,508

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                ▲20,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 20,000

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業者家賃支援給付金について不用額が見込まれるた
め減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 20,000

R2補正前
予算額

30,025

R2現計
予算額

10,025

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

根拠条例等 宇陀市事業者家賃支援給付金交付要綱

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症により特に大きな影響を受
ける事業者について、国の「家賃支援給付金」同様に、
市独自の施策として、支払家賃の1/3の補助を行う（国
の給付率2/3)。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
事業者家賃支援給付事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 25 0 25
負担金、補助及び交付金 30,000 △ 20,000 10,000

合計 30,025 △ 20,000 10,025

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲8,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 8,000

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業者緊急対策支援事業補助金について、不用額が見
込まれるため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,000

R2補正前
予算額

35,012

R2現計
予算額

27,012

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

根拠条例等 宇陀市事業者緊急対策支援補助金交付要綱

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　奈良県の「新型コロナウイルス感染症対策 緊急支援
事業」と連携し、新型コロナウイルス感染症対策や売上
減少の回復に向けた取組を推進するため、幅広い業種の
事業者等を迅速かつ包括的に支援するため、県の補助上
限額500千円を超える部分について4分の3を補助する
（市の補助上限額500千円）
　また、奈良県の「新型コロナウイルス感染症対策 緊
急支援事業」を未受給の場合については、事業費の2分
の1を補助する（市の補助上限額500千円）

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
事業者緊急対策支援事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 12 0 12
負担金、補助及び交付金 35,000 △ 8,000 27,000

合計 35,012 △ 8,000 27,012

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                 ▲9,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 9,000

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　奈良県の「中小企業等再起支援事業」の交付対象事業
者数が見込みを下回ったため不用額を減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 9,000

R2補正前
予算額

22,006

R2現計
予算額

13,006

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

根拠条例等 宇陀市中小企業再起支援補助金交付要綱

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　奈良県の「中小企業等再起支援事業」と連携し、新型
コロナウイルス感染症の影響を受けた市内中小企業等の
早期の再起を支援するため、新産業の創出や新業態への
転換等の「新しい生活様式」に対応する取組に対し、事
業主負担分の2分の1を補助する。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
中小企業等再起支援事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-3>

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 4 0 4
負担金、補助及び交付金 22,002 △ 9,000 13,002

合計 22,006 △ 9,000 13,006

(単位:千円)
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▲ 21,518

一般財源

補正額

ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　　　　▲21,518千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　整備箇所において発掘調査を行う必要があることが判
明し、今年度は実施可能な用地の不動産鑑定を実施し整
備工事、土地購入を減額する。発掘調査業務、駐車場整
備工事及び土地購入については翌年度実施する。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 21,518

R2補正前
予算額

21,968

R2現計
予算額

450

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市の秘境スポットとして、龍王ヶ渕、青葉の滝、
室生湖等が関西ウォーカーやじゃらん等の情報誌に掲載
されたり、SNS上でも人気スポットとなって観光客が増
加している。特に龍王ヶ渕は「無風の時には、池の水面
がガラス張りのようになり、木々を映し出す美しい光景
が広がる中、歩道を歩いて池を1周できる。」と様々な
媒体で紹介されている。貴重な地域資源を活かした観光
の創出、地域の活性化を図るため、必要な周辺整備を行
い、観光客を受け入れるための整備を行う。

事業 1 本庁観光費

目 2 観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 龍王ヶ渕環境整備事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後

不動産鑑定委託料 450 0 450

工事請負費 19,050 △ 19,050 0

土地購入費 2,468 △ 2,468 0

合 計 21,968 △ 21,518 450

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
観光関連指定管理施設支援金

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症対策により影響を受けてい
る指定管理制度により運営をおこなっている公的施設の
経営維持に必要となる支援を行う。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 観光費

項 1 商工費

総合計画 基本計画　３－５－１ 観光基盤の維持・整備

根拠条例等

国費 23,711

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和2年4月16日～5月14日に奈良県に緊急事態宣言が
発令された期間の経費に相当する金額を支援する。

保養センター美榛苑　　　11,594,000円
大宇陀温泉あきののゆ 　　8,286,000円
道の駅宇陀路大宇陀　　 　5,244,000円
道の駅宇陀路室生　　　 　1,660,000円
奈良カエデの郷ひらら　　   424,000円
合計　　　　　　　　　　27,208,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

27,208

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

27,208

特定財源の状況

その他

一般財源 3,497

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                  23,711千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 0 27,208 27,208

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 5,400

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和4年3月
に延期となったため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,400

R2補正前
予算額

5,400

R2現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　ワールドマスターズゲームズは、国際マスターズゲー
ムズ協会が主宰する生涯スポーツの国際大会であり、4
年ごとにオリンピックの翌年に開催され、おおむね30歳
以上のスポーツ愛好家であれば誰でも参加できる。
　2021年5月14日から30日の17日間、日本で初めて関西
地域で全35競技59種目で開催され、そのオープン競技と
して還暦野球競技を宇陀市を中心に大和高原地域（曽爾
村、御杖村、山添村、東吉野）で行い、交流人口の増
加、インバウンド観光等、観光振興を図る。

事業 101
本庁観光費（大和高原スポー
ツツーリズム推進事業）

目 2 観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
大和高原スポーツツーリズム推進プロジェクト
【ワールドマスターズゲームズ2021関西（還暦野球競技）】

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-101>

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 5,400 △ 5,400 0

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 720

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　▲27,280千円
合併特例債　　▲37,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 27,280

県費

市債 ▲ 37,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　市道長峯大野線における落石・崩壊対策に係る設計業
務、工事について、境界確定等に日数を要したことによ
る減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 65,000

R2補正前
予算額

96,199

R2現計
予算額

31,199

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

根拠条例等 「道路法第４２条」（道路の維持及び修繕）

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　道路施設点検に基づき、災害防除対策計画を策定し、
計画性を持った対策を行う事により、道路の安全性の確
保及び経費の平準化を図る。

事業 1 道路維持費

目 2 道路維持費

項 2 道路橋梁費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　道路災害防除

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <7-2-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 25,000 △ 25,000 0
工事請負費 70,000 △ 40,000 30,000
事務費 1,199 0 1,199

合 計 96,199 △ 65,000 31,199

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 60

補正額

自然災害防止事業債 ▲5,400千円
防災・減災・国土強靭化緊急対策
事業債　　　　　　　 1,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 4,400

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県営事業で実施する急傾斜地崩壊防止事業の事業費確
定に伴う減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,460

R2補正前
予算額

5,460

R2現計
予算額

1,000

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－４－１ 災害の未然防止対策の推進

根拠条例等

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　急傾斜地の崩壊による災害を未然に防止し住民生活の
安全を確保する。

事業 1 本庁河川総務費

目 1 河川総務費

項 3 河川費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 急傾斜地崩壊防止事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <7-3-1-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助及び交付金 5,460 △ 4,460 1,000

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <7-4-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公園施設長寿命化事業

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　公園施設の計画的な維持管理を行うことにより、施設
の健全度を高め、公園利用者の安全性の確保を図るとと
もに、公園施設長寿命化計画に基づく事業実施により、
施設の修繕・更新費用の縮減や財政負担の平準化を図
る。

事業 1 公園費

目 2 公園費

項 4 都市計画費

総合計画 基本計画　５－３－１ 公園・緑地の維持・管理

根拠条例等 都市公園法に基づく宇陀市公園条例

国費 20,400

県費

市債 26,300

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当初予算実施事業の確定による減額及び国補正予算
（第3号）（国土強靭化対策）に伴う公園施設長寿命化
事業の前倒し実施による増額。

（当初予算分）
公園施設長寿命化計画（6公園10施設）
  　　　　　 工事の確定による減額　　　▲5,043千円
（補正予算分）
公園施設長寿命化計画（10公園12施設）(国土強靭化)
・長寿命化計画公園施設整備事業　　　　　51,000千円
  　内訳　公園施設長寿命化工事 46,699千円
　　　　　空調設備更新設計委託  4,301千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　45,957千円

分担金･負担金

使用料･手数料

45,957

R2補正前
予算額

28,923

R2現計
予算額

74,880

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 743

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　20,400千円
合併特例債　26,300千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
工事請負費 28,923 41,656 70,579
委託費 0 4,301 4,301

合 計 28,923 45,957 74,880

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 4,145

補正額

減収補填債　　　900千円
合併特例債　▲7,200千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 6,300

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　社会資本整備総合交付金交付の額決定及び事業費の確
定による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 10,445

R2補正前
予算額

44,948

R2現計
予算額

34,503

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

根拠条例等

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市街地を中心に、より安全で暮らし良い道路網の整備
を行うことで、歩行者や自転車通行者に配慮した道路整
備を図る。

事業 1
社会資本整備総合交
付金事業費

目 3
社会資本整備推進事
業費

項 4 都市計画費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 萩原１２号線道路改良事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <7-4-3-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
事務費 1,748 △ 300 1,448
委託料 3,000 0 3,000
工事請負費 35,000 △ 10,000 25,000
公有財産購入費 4,200 △ 84 4,116
補償、補填及び賠償金 1,000 △ 61 939

合 計 44,948 △ 10,445 34,503

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

395

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 災害救助基金積立

補正予算

補正額

121

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<8-1-3-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 災害対策費

款 8 消防費

項 1 消防費

　災害が発生した場合や災害が発生する恐れがある場合
に災害活動体制に万全を期し、応急対応を強力かつ迅速
に推進する。また、迅速かつ適切な防災体制を整備する
ことにより災害を未然に防止し、住民の生命及び財産の
保護に努める。

危機管理課

備　　考

事業 1 災害対策費

根拠条例等

総合計画

消防費寄付金　162千円
消防費雑入　　112千円

基本計画　２－４－２ 防災・消防体制の確立

　新型コロナウイルス感染症に係る寄付金等の災害救助
基金への積立。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 274

一般財源

274

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後

積立金 121 274 395

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <8-1-3-6>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
防災情報強化事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　災害発生時に市の避難拠点となる指定避難所等で避難
者が宇陀市からの避難情報や生活支援情報、ライフライ
ンの復旧状況等の情報を収集するために避難所の防災情
報強化を行う。

事業 6
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 3 災害対策費

項 1 消防費

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災・消防体制の確立

根拠条例等

国費 ▲ 707

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業費の確定に伴う減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 707

R2補正前
予算額

14,299

R2現計
予算額

13,592

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   ▲707千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 1,000 △ 200 800
工事請負費 9,366 △ 507 8,859
備品購入費 3,933 0 3,933

合 計 14,299 △ 707 13,592

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 2

補正額

過疎対策事業債　▲17,600千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 17,600

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　事業費の確定に伴う入札差金の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 17,602

R2補正前
予算額

68,878

R2現計
予算額

51,276

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　旧宇賀志小学校について、周辺施設をあわせ解体撤去
し跡地活用するに当たり、解体撤去工事を行う。

事業 1 本庁事務局費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 旧宇賀志小学校及び関連施設解体撤去事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後

事務費 1,472 0 1,472
委託料 2,666 △ 456 2,210

工事請負費 64,740 △ 17,146 47,594

合 計 68,878 △ 17,602 51,276

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 スクールバス購入事業（菟田野こども園）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和2年度に開園予定の菟田野こども園に通園する園
児の安全な通園支援を行うためスクールバスを2台購入
する。

事業 1 本庁事務局費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等

国費

県費

市債 ▲ 5,600

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　バス乗車園児の人数が確定し、バスルートの見直しを
図ったことにより2台購入予定であった幼児バスを1台の
購入とした。
　令和2年8月に園児39人乗りバスを1台購入し、入札差
金の減額と購入しなかった1台分の減額をする。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,609

R2補正前
予算額

13,155

R2現計
予算額

7,546

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 9

補正額

過疎対策事業債　▲5,600千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 172 0 172
備品購入費 12,954 △ 5,609 7,345
公課費 29 0 29

合 計 13,155 △ 5,609 7,546

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 スクールバス運行事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　遠距離による通学困難な幼児及び児童・生徒の登下校
を支援する。

事業 1 本庁事務局費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　菟田野こども園及び榛原幼稚園のバスルートの見直し
により運行台数が減ったことによる減額。
　また新型コロナウイルス感染症拡大防止措置のため、
プール授業をはじめ、各校外活動園外保育の臨時便が大
幅に減少したことによる減額補正。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 13,224

R2補正前
予算額

98,782

R2現計
予算額

85,558

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 13,224

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 98,782 △ 13,224 85,558

(単位:千円)

-57-



▲ 1,500

一般財源 ▲ 1,425

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　▲10,835千円
教育支援体制整備事業費補助金
　　　　　　　 　▲9,240千円
ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　　　 ▲1,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 10,835

県費 ▲ 9,240

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当初予定していた人員配置に変更が生じたため、不用
額を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 23,000

R2補正前
予算額

34,460

R2現計
予算額

11,460

特定財源の状況

その他

総合計画 学校の教育環境の充実

根拠条例等

基本計画　４－２－２

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　「令和2年度6月補正予算新型コロナウイルス感染症対
策のために必要な学習指導員の追加配置に係る教育支援
体制整備事業費補助金」等を基に、児童生徒が過密な学
級において、3つの密（密室、密集、密接）を避けるた
めの少人数に分けた学習を実施したり、臨時休業が長期
に渡ったことにより、学習の定着が不十分な児童生徒に
対し、個別にきめ細やかな学習指導や補習を行ったりす
るための人員配置等、新型コロナウイルス感染症対策の
ために純粋に増えた業務に従事するため人員を配置す
る。 事業 2

新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
新型コロナウイルス感染症に対応した学習活動支援事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 30,481 △ 20,000 10,481
職員手当等 1,374 △ 1,000 374

旅費 2,605 △ 2,000 605

合 計 34,460 △ 23,000 11,460

(単位:千円)

-58-



年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
小中学校ICT環境整備に伴うICT支援員追加配置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和2年度は、GIGAスクール構想に基づき小中学校の
児童生徒に1人1台端末を整備するなど、小中学校のICT
環境が急速に進展する。端末の導入を円滑に行い、整備
した端末を有効に活用するため、小中学校を巡回する
ICT支援員を追加で配置し、機器の設定、トラブル対
策、活用するためのアドバイス等を行い、教員のICTを
使った学習活動をサポートするための体制を充実させ
る。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

国費 ▲ 2,334

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　支援員配置に係る一月あたりの単価の減に伴う減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,334

R2補正前
予算額

3,437

R2現計
予算額

1,103

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　 　　▲2,334千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 3,437 △ 2,334 1,103

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　 　▲2,302千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 2,302

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　小学校網戸設置、音楽教室への空調設備機器の設置、
空気清浄機購入における事業費の確定に伴う入札差金の
減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,302

R2補正前
予算額

32,500

R2現計
予算額

30,198

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症対策のため小中学校教室に
換気扇・網戸を設置して教室の環境改善を図る。また、
音楽の授業が窓を閉めた密閉空間になることから空気清
浄機の設置及び空調設備機器を設置する。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
小中学校安全・安心確保事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 2,800 0 2,800
工事請負費 26,700 △ 673 26,027
備品購入費 3,000 △ 1,629 1,371

合 計 32,500 △ 2,302 30,198

(単位:千円)
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補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　 　▲5,944千円
地域づくり推進基金繰入金
　　　　　　　　▲18,044千円

備　　考

▲ 34,000

R2補正前
予算額

117,372

R2現計
予算額

83,372

特定財源の状況

国費

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

根拠条例等

市債

その他 ▲ 18,044

一般財源 ▲ 10,012

県費

目 2 事務局費

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,944

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和2年度は、GIGAスクール構想に基づき小中学校の
児童生徒に1人1台端末を整備、長期休業に備えたオンラ
イン授業のための整備、インターネット環境のない家庭
の児童生徒を学びから取り残さないための家庭学習用モ
バイルルーターの整備を行う。 項 1 教育総務費

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
小中学校情報機器等整備事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-2>

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 17,138 △ 14,000 3,138

委託料 5,750 0 5,750

備品購入費 94,484 △ 20,000 74,484

合 計 117,372 △ 34,000 83,372

(単位:千円)

事業内容 既決予算額 不用額 備考
学習用端末
（1,249台）

81,185 △ 20,000
仕様変更によ
る単価の減

遠隔学習用機器 1,150 0
電源キャビネット
（17台）

5,423 0

GIGAスクールサ
ポーター委託料

5,750 0

モバイルルータ―
及び通信費

23,864 △ 14,000
通信契約月数
及び契約単価
の減

合　計 117,372 △ 34,000

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-1-2-2>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
英語指導助手設置事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　「英語指導助手設置事業」及び「外国青年招致事業」
により、就学前施設及び小中学校に4名のALT（外国語指
導助手）を配置している。令和2年9月末で「外国青年招
致事業（JETプログラム）」により配置している1名の
ALTが退任するため、後任のALTを要望しているが、新型
コロナウイルス感染症の影響により、入国の見通しが立
たない状況である。
　代替措置として、民間事業者によりALTを配置し、外
国語に係る学習機会を保障する。

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　ALTが必要な授業が見込みよりも減ったことによる不
用額の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 499

R2補正前
予算額

2,808

R2現計
予算額

2,309

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 499

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 2,808 △ 499 2,309

(単位:千円)
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一般財源 309

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　　 　2,091千円
学校保健特別対策事業費補助金
　　　　　　　　 　2,400千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　4,800千円
補正後　4,800千円

国費 4,491

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）に伴い、教育活動継続のため、
学校での密閉・密集・密接を回避し、児童・教職員等の
感染症対策に必要となる物品の購入経費。

補助金額：児童数1-300人　　400千円/校
(上限額)

事業費
800千円×6校＝4,800千円

分担金･負担金

使用料･手数料

4,800

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

4,800

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等 学校保健特別対策事業費補助金交付要綱

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　各学校が感染症対策等を徹底しながら、児童の学習を
保障する取組を実施するに当たり、校長の判断で迅速か
つ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動の円
滑な運営を支援する。

事業 14
新型コロナウイルス
感染症対策事業

目 1 学校管理費

項 2 小学校費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
感染症対策等の学校教育活動継続支援事業（小学校）

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-2-1-14>
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　 　▲6,970千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 6,970

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変した家
庭に対して実施したが、想定よりも申請者が少なかった
ため減額とする。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,970

R2補正前
予算額

7,521

R2現計
予算額

551

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変
し、経済的な理由によって就学困難と認められる児童の
保護者に必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑
な実施に資することを目的とする。

事業 14
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 教育振興費

項 2 小学校費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
小学校就学援助事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-2-2-14>

科 目 補正前 補正額 補正後

扶助費 7,521 △ 6,970 551

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-3-1-12>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
感染症対策等の学校教育活動継続支援事業（中学校）

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　各学校が感染症対策等を徹底しながら、生徒の学習を
保障する取組を実施するに当たり、校長の判断で迅速か
つ柔軟に対応することができるよう、学校教育活動の円
滑な運営を支援する。

事業 12
新型コロナウイルス
感染症対策事業

目 1 学校管理費

項 3 中学校費

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等 学校保健特別対策事業費補助金交付要綱

国費 3,369

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）に伴い、教育活動継続のため、
学校での密閉・密集・密接を回避し、生徒・教職員等の
感染症対策に必要となる物品の購入経費。

補助金額：生徒数1-300人　　400千円/校
(上限額)　生徒数301-500人　600千円/校

事業費
　800千円×3校＝2,400千円
1,200千円×1校＝1,200千円　　　　　合計3,600千円

分担金･負担金

使用料･手数料

3,600

R2補正前
予算額

R2現計
予算額

3,600

特定財源の状況

その他

一般財源 231

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
             　　　1,569千円
学校保健特別対策事業費補助金
　　　　　　　　 　1,800千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　0千円
補正額　3,600千円
補正後　3,600千円
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
　　　　　　　 　▲6,430千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 6,430

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変した家
庭に対して実施したが、想定よりも申請者が少なかった
ため減額とする。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,430

R2補正前
予算額

6,831

R2現計
予算額

401

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変
し、経済的な理由によって就学困難と認められる生徒の
保護者に必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑
な実施に資することを目的とする。

事業 6
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 2 教育振興費

項 3 中学校費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
中学校就学援助事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-3-2-6>

科 目 補正前 補正額 補正後
扶助費 6,831 △ 6,430 401

(単位:千円)
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一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   ▲400千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 400

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新型コロナウイルス感染症対策としての施設の洗面台
蛇口の自動水栓化及び窓用網戸設置に係る事業費確定に
伴う不用額を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 400

R2補正前
予算額

3,569

R2現計
予算額

3,169

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

根拠条例等 宇陀市生涯学習施設条例

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインに従
い、施設利用時の換気対策を効果的に行うための設備等
を整備することにより、コロナ禍の中においても、市民
がスポーツ、レクリエーションを安全に安心して親しむ
ことができる環境の充実を図る。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 社会教育総務費

項 5 社会教育費

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
社会教育施設新型コロナ感染症対策事業

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-1-3>

科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 3,239 △ 400 2,839

備品購入費 330 0 330

合 計 3,569 △ 400 3,169

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-1-3>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名
(新型コロナウイルス感染症対策事業)
成人式新型コロナウイルス感染症対策事業

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　コロナ禍の中において、新しい生活様式に対応し、感
染症対策を十分に図りながら、安全で安心して市全体で
未来を担う新成人を祝福し、社会における成人としての
自覚と周りの方々や地域に対する感謝の気持ちを醸成す
るとともに、将来の活躍と幸せを願う。

事業 3
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

目 1 社会教育総務費

項 5 社会教育費

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

根拠条例等

国費 ▲ 347

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　ソーシャルディスタンスを確保するため、文化会館か
ら総合体育館に会場を変更して開催した成人式会場設営
委託料の不用額を減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 347

R2補正前
予算額

2,158

R2現計
予算額

1,811

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   ▲347千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 50 0 50
委託料 2,108 △ 347 1,761

合 計 2,158 △ 347 1,811

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-4-1>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 指定文化財保存修理等助成事業

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内全域の国・県・市指定文化財の保護事業として保
存修理、設備点検環境整備事業等を実施した団体に補助
金の交付を行い指定文化財の保護を図る。
　また、ノートルダム大聖堂や首里城跡の火災による惨
事が、他の国宝や重要文化財に生じないよう国において
防火対策事業が進められている。

事業 1 本庁文化財保護費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

総合計画 基本計画　３－１－１ 文化財の保護・活用

根拠条例等 宇陀市文化財保護条例、宇陀市文化財保存事業費補助金交付要綱

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国宝や重要文化財を多く保有する室生寺において実施
する消火設備・自動火災報知設備の改修に対して市負担
分を増額。

分担金･負担金

使用料･手数料

3,000

R2補正前
予算額

4,250

R2現計
予算額

7,250

特定財源の状況

その他

一般財源 3,000

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
負担金、補助金及び交付金 4,250 3,000 7,250

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <9-5-4-21>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 町家公開活用施設整備事業

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　国道赤砂利交差点から松山地区への入口に位置する町
家を活用し、宇陀松山城跡・松山伝建地区の情報を一覧
できる機能を備えた観光の拠点施設を整備する。道の駅
から見える範囲に歴史的建造物を見せて、町なみの存在
を知らせることができ、来館者には伝建地区を始め宇陀
松山城跡への誘導が可能となる。散策前の予備知識を得
られ、休息なども可能なことから、来訪者への便宜を図
ることが出来、来訪者の満足度を高め、リピーター獲得
への期待が出来る。

事業 21
まちなみ保存整備事
業費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区保存条例

国費 ▲ 1,936

県費 ▲ 297

市債 ▲ 1,100

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　改修工事に係る入札差金等による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,844

R2補正前
予算額

39,658

R2現計
予算額

35,814

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 511

補正額

重要伝統的建造物群保存地区保存
事業費補助金
　（国）　　 　　　▲1,936千円
　（県）　　 　　 　 ▲297千円
合併特例債　　　　▲12,900千円
過疎対策事業債　　　11,800千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 1,696 0 1,696
工事請負費 36,868 △ 3,844 33,024
備品購入費 1,000 0 1,000
負担金、補助金及び交付金 94 0 94

合 計 39,658 △ 3,844 35,814

（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

9,125

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 図書館電子図書導入事業

補正予算

▲ 7,387

補正額

9,587

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<9-5-5-2>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 5 図書館費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

　新型コロナウイルス感染防止対策として、市の図書館
に電子図書を導入することにより、利用者は、自宅に居
ながらパソコンやスマートフォンなどを使って本を読む
ことができる環境となり、在宅で過ごす時間が有意義と
なるばかりでなく、外出抑制にもつながる。

図書館

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス
感染症対策事業費

根拠条例等

総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金
                   6,925千円

基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

　システム導入委託業務に係る不用額を減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 6,925

県費

市債

その他

一般財源

▲ 462

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
システム導入業務委託料 5,082 △462 4,620
データベース使用料 105 0 105
電子図書購入費 4,400 0 4,400

合 計 9,587 △462 9,125

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 21,228

県費

市債 ▲ 206,400

その他

一般財源

▲ 230,600

R2補正前
予算額

備　　考

事業 1
本庁公共土木施設災
害復旧費

根拠条例等

総合計画

公共土木施設災害復旧費負担金
　　　　　　　　▲21,228千円
現年発生補助災害復旧事業債
　　　　　　　　▲10,200千円
現年発生単独災害復旧事業債
　　　　　　　 ▲196,200千円

基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

　市道小倉室生線の地すべり対策における、対策区域確
定及び関係機関との調整のため減額。
　また、災害復旧箇所の復旧金額確定により減額を行
う。

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1
公共土木施設災害復
旧費

款 10 災害復旧費

項 2
公共土木施設災害復
旧費

　市道等の公共土木施設が豪雨等による災害からの速や
かな復旧を行い、安全で快適な道路環境を確保する。

建設課

区分
<10-2-1-1>

会計
<1>

年度
<2020>

[第 5 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

112,600

令和 2 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 公共土木施設災害復旧費事業

補正予算

▲ 2,972

補正額

343,200

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 2,000 0 2,000
工事請負費 338,900 △ 230,600 108,300
事務費 2,300 0 2,300

合 計 343,200 △ 230,600 112,600

(単位:千円)
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年度 会計 区分
<2020> <1> <10-3-1-3>

令和 2 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 国指定史跡宇陀松山城跡災害復旧事業

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

　平成18年7月に国の史跡指定を受けた「宇陀松山城
跡」は、平成29年4月に「続日本100名城」にも選ばれ、
本市のシンボルとして登城者の増加が見込まれている。
平成29年10月21～23日の台風21号により、史跡地内11カ
所で法面の崩落があり、その内2カ所については大規模
な崩落となり、山肌を大きく露出する被害が発生した。
本市の貴重な歴史遺産を守るため、災害復旧事業を行
う。

事業 3
社会教育施設災害復
旧費

目 1
その他公共施設・公
用施設災害復旧費

項 3
その他公共施設・公
用施設災害復旧費

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法

国費 ▲ 2,870

県費 ▲ 615

市債 ▲ 3,800

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　災害復旧工事用道路の工事請負費、設計業務の事業費
確定に伴う減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 12,284

R2補正前
予算額

65,504

R2現計
予算額

53,220

特定財源の状況

その他 ▲ 5,012

一般財源 13

補正額

史跡宇陀松山城跡災害復旧事業費
補助金
　（国）　　 　　　▲2,870千円
　（県）　　 　　 　 ▲615千円
ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　　　　 ▲5,012千円
過年発生単独災害復旧事業債
　　　　　　　　 　▲3,800千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
報償費 42 0 42
旅費 69 0 69
需用費 93 0 93
役務費 2,024 0 2,024
委託料 17,794 △ 8,184 9,610
使用料及び賃借料 352 0 352
工事請負費 42,972 △ 4,100 38,872
公有財産購入費 1,124 0 1,124
補償、補填及び賠償金 1,034 0 1,034

合 計 65,504 △ 12,284 53,220

（単位：千円）
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

▲ 5,800

令和 2 年度 宇陀市 住宅新築資金等貸付事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 住宅新築資金等貸付事業

補正予算

補正額

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<2-1-1-1>

会計
<2>

年度
<2020>

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 元金

款 2 公債費

項 1 公債費

　歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻
害されている地域の環境改善を図るため、町村条例に基
づき貸付を行った「住宅新築資金」「宅地取得資金」及
び「住宅改修資金」について、貸付を行った資金を公正
で適正かつ効率的に回収する。

人権推進課

備　　考

事業 1 元金

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約

総合計画

回収管理組合返戻金
　　　　　　　　　▲5,800千円

基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

　貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成13年度で廃止
されたが、その後の償還等に係る事務を行っている。
　公正で効率的に償還を進めるために、奈良県住宅新築
資金等貸付金回収管理組合に加入し、債権の回収を管理
組合が行い、その会計処理を特別会計で処理している。
　令和2年度、繰上償還金の返済がなかったため減額す
る。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 ▲ 5,800

一般財源

▲ 5,800

R2補正前
予算額

補正(前) 補正額 補正(後)

5,800 ▲ 5,800 0

歳入 （単位：千円）

内　容

合　計

繰上償還金
5,800 ▲ 5,800 0諸収入

回収管理組合返戻金
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1,760

一般財源

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　 4,708千円
流域下水道負荷軽減等推進事業
補助金
　　　　　　　　　 6,653千円
一般会計補助金　　 1,760千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 4,708

県費 6,653

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当初予算実施事業の確定による減額及び国補正予算
（第3号）（国土強靭化対策）に位置付けられた、流域
治水、地震対策、老朽化対策に伴う事業として、下水道
施設点検調査委託料を増額補正するもの。

「社会資本整備総合交付金事業（国交省）」

補正額　　　　　13,121千円
（補正額の内訳）
  　当初予算額　　　　　　　　　　　25,060千円
  　当初予算に係る執行見込額　　　　17,981千円
  　当初予算に係る予算不用額　　 　▲7,079千円
　  第3次補正に係る補正予算額    　 20,200千円

分担金･負担金

使用料･手数料

13,121

R2補正前
予算額

25,060

R2現計
予算額

38,181

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

根拠条例等 下水道法第３条・宇陀市下水道事業の設置等に関する条例

款 1 下水道事業費用

区分 № 区分名

事業の目的

　下水道ストックマネジメント計画による下水道施設の
点検調査を実施し、下水道施設の状態を把握する。

事業

目 5
管渠等汚水維持管理
費

項 1 営業費用

所管課 下水道課 (水道局) 宇陀市下水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 下水道施設点検調査業務

令和 2 年度 宇陀市 下水道事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <12> <1-1-5->

●下水道事業費用　営業費用　管渠等汚水維持管理費　委託料 単位：千円

国庫補助金 県補助金 他会計補助金
下水道施設点検調査
委託料

25,060 10,000 15,060

計 25,060 10,000 0 15,060

国庫補助金 県補助金 他会計補助金
下水道施設点検調査
委託料

38,181 14,708 6,653 16,820

計 38,181 14,708 6,653 16,820

差引（Ｂ)－（Ａ) 13,121 4,708 6,653 1,760

国庫補助金 県補助金 他会計補助金
下水道施設点検調査
委託料　【当初予算分】

17,981 7,708 6,653 3,620

下水道施設点検調査
委託料　【第3次補正分】

20,200 7,000 0 13,200

計 38,181 14,708 6,653 16,820

補正前（Ａ)

予算科目 予算額
財　　　源

補正額（Ｂ)

予算科目 予算額
財　　　源

補正後の内訳　【参考】

区　分 予算額
財　　　源
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1,007

一般財源

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　 30,292千円
公共下水道債　　　 47,100千円
一般会計補助金　　  1,007千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 30,292

県費

市債 47,100

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）（国土強靭化対策）に位置付け
られた、流域治水、地震対策、老朽化対策に伴う事業と
して、榛原天満台地区管更生工事、単価特別調査業務、
榛原天満台地区マンホール蓋更新工事を増額補正。ま
た、事業費確定により榛原第2中継ポンプ場中継ポンプ
更新工事を減額補正するもの。

「社会資本整備総合交付金事業（国交省）」

補正額　　　　　78,399千円
（補正額の内訳）
  　当初予算額　　　　　　　　　　　97,400千円
  　当初予算に係る執行見込額　　　　93,199千円
  　当初予算に係る予算不用額　　 　▲4,201千円
　  第3次補正に係る補正予算額    　 82,600千円

分担金･負担金

使用料･手数料

78,399

R2補正前
予算額

97,400

R2現計
予算額

175,799

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

根拠条例等 社会資本整備総合交付金交付要綱

款 1 資本的支出

区分 № 区分名

事業の目的

　下水道ストックマネジメント計画による修繕・改築計
画に基づき、下水道施設の長寿命化を図る。

事業

目 1
下水道建設事業費
（汚水）

項 1 建設改良費

所管課 下水道課 (水道局) 宇陀市下水道事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 榛原天満台地区管更生工事・榛原天満台地区マンホール蓋更新工事

令和 2 年度 宇陀市 下水道事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分
<2020> <12> <1-1-1->

●資本的支出　建設改良費　下水道施設建設事業費（汚水） 単位：千円

国庫補助金 企業債 他会計補助金

委託料 1,500 0 1,500 0

工事請負費 95,900 37,000 58,800 100

計 97,400 37,000 60,300 100

国庫補助金 企業債 他会計補助金

委託料 2,279 989 1,100 190

工事請負費 173,520 66,303 106,300 917

計 175,799 67,292 107,400 1,107

差引（Ｂ)－（Ａ) 78,399 30,292 47,100 1,007

国庫補助金 企業債 他会計補助金

委託料　【当初予算分】 979 489 400 90

工事請負費　【当初予算

分】
92,220 33,803 57,700 717

委託料　【第3次補正分】 1,300 500 700 100
工事請負費　【第3次補正

分】
81,300 32,500 48,600 200

計 175,799 67,292 107,400 1,107

補正前（Ａ)

予算科目 予算額
財　　　源

補正額（Ｂ)

補正後の内訳　【参考】

区　分 予算額
財　　　源

予算科目 予算額
財　　　源
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年度 会計 区分
<2020> <12> <1-1-2->

令和 2 年度 宇陀市 下水道事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 大和川上流・宇陀川流域下水道建設負担金

所管課 下水道課 (水道局) 宇陀市下水道事業特別会計予算

款 1 資本的支出

区分 № 区分名

事業の目的

　奈良県が行う、国庫補助事業の補助裏負担分と、県単
独事業の合計額のうち1/8を宇陀市が負担する。

事業

目 2 流域下水道建設費

項 1 建設改良費

総合計画 基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

根拠条例等 下水道法第３１条の２

国費

県費

市債 7,200

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国補正予算（第3号）（国土強靭化対策）に位置付け
られた、流域治水、地震対策、老朽化対策に伴う事業と
して、奈良県が実施する大和川上流・宇陀川流域下水道
事業に要する事業費の1/8を増額補正するもの。

補正額　　　　　7,243千円
（補正額の内訳）
  　第3次補正に係る補正予算額    　7,243千円

分担金･負担金

使用料･手数料

7,243

R2補正前
予算額

22,329

R2現計
予算額

29,572

特定財源の状況

その他 43

一般財源

補正額

流域下水道事業債　　7,200千円
一般会計補助金　　 　  43千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

●資本的支出　建設改良費　流域下水道建設事業費　負担金
単位：千円

企業債 他会計補助金
大和川上流・宇陀川
流域下水道建設負担

22,329 22,300 29

計 22,329 22,300 29

企業債 他会計補助金
大和川上流・宇陀川
流域下水道建設負担

29,572 29,500 72

計 29,572 29,500 72
差引（Ｂ)－（Ａ) 7,243 7,200 43

補正前（Ａ)

財　　　源

財　　　源
予算科目 予算額

予算科目 予算額

補正額（Ｂ)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費 1,500

市債

その他

一般財源

1,500

R2補正前
予算額

備　　考

事業

根拠条例等 介護保険法、宇陀市介護老人保健施設事業の設置等に関する条例

総合計画

新型コロナウイルス感染症緊急
包括支援事業補助金
　　　　　　　　　 1,500千円

基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

　介護サービスは新型コロナウイルス感染症の重症化リ
スクが高い高齢者に対する接触を伴うサービスであり、
令和2年度は感染症対策に係る経費により不足が見込ま
れる備消耗品費を増額する。
　また、既に購入・整備を行った感染症対策経費につい
て、県補助金の受入れを行う。

宇陀市介護老人保健施設事業特別会計予算(介護老人保健施設さんとぴあ榛原)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

　新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護
分）による補助金を活用し、感染症対策を継続的に行い
つつ、必要なサービスを提供する体制を構築する。

庶務課

区分
<--->

会計
< >

年度
<2020>

[第 2 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

545,500

令和 2 年度 宇陀市 介護老人保健施設事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 介護老人保健施設事業（収益的収入及び支出）

補正予算

補正額

544,000

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

収益的収入
科 目 補正前 補正額 補正後

介護老人保健施設事業収益 544,000 1,500 545,500
合 計 544,000 1,500 545,500

収益的支出
科 目 補正前 補正額 補正後

介護老人保健施設事業費用 544,000 1,500 545,500
合 計 544,000 1,500 545,500

(単位:千円)

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

27,800

令和 2 年度 宇陀市 水道事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 水道施設遠隔監視装置整備事業

補正予算

▲ 1,400

補正額

145,200

R2現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分
<1-1-->

会計
< >

年度
<2020>

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市水道事業特別会計予算(水道局)

事業の目的

区分 区分名№

目

款 1 資本的支出

項 1 建設改良費

　安全・安心な水を安定的に供給するため、合併以前よ
り使用している老朽化した遠隔監視装置システムの更新
工事を行う。

水道局施設課

備　　考

事業

根拠条例等 水道法第１５条

総合計画

生活基盤施設耐震化等交付金
　　　　　　　▲29,000千円
企業債　　　　▲48,300千円
出資金　　　　▲38,700千円

基本計画　２－３－３ 安心・安全な上下水道の維持・整備

　令和2年度から令和4年度の3ヶ年で実施する遠隔監視
装置整備工事について、請負者が決定した後に実施工程
を確認した結果、予定していた年度間の事業量に変更が
生じたことによる変更。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 29,000

県費

市債 ▲ 48,300

その他 ▲ 38,700

一般財源

▲ 117,400

R2補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
遠隔監視装置工事 143,800 △ 116,400 27,400
施工監理委託料 1,400 △ 1,000 400

合 計 145,200 △ 117,400 27,800

(単位:千円)

年度別事業量 (単位:千円)
令和2年度令和3年度令和4年度 合計

変更前事業量 145,200 264,550 86,600 496,350
変更後事業量 27,800 337,400 131,150 496,350
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